
（熊谷市）記者クラブ取材情報 

剪定枝再資源化事業 

１．実施日時等   平成２６年６月２日（月）午前・午後 

２．会場・主催地 

３．主催者・関係者 

（１）団体名等 

（２）代表者名              ＴＥＬ       F 

                      ＦＡＸ 

４．事業内容 

 

 

 

 

 

 

５．目的・理由 

 

 

 

６．経緯・経過 

 

 

７．影響・効果 

 

 

 

８．この事業の実施による特記事項・ＰＲポイント 

 

（１）県内の状況 

  ア．県内で初めて イ．県内で 2番目（加須市に続いて） 

（２）他市が実施している事業に比べて本市の特色 

  

  ・他市と同じ 

※ 資料の有無（ 有 ・ 無 ） 

担当者 

連絡先 ＴＥＬ                                                    

日時に関係なく剪定枝の受入を行うこ

沼・別府・江南）を回収拠点として回収コンテナ（３．６ｍ×２ｍ×１．２ｍ）を設置し、

３週に１回のペースで回収する。（１か所あたりは５２週/３か所＝１７回です。） 

市民、及び事業者は剪定枝をそのままコンテナに搬入し亀井産業㈱が回収。公園等の公共

施設から出る剪定枝は亀井産業㈱に直接搬入する。年間の処分量は、市民、事業者５０ト

ン、公園等１５０トンを見込んでいる。 

亀井産業㈱ 〒３６６－０８４３ 熊谷市三ケ尻４２３６ 

拠点回収への搬入は週ごとに平日だけで

なく、土日も受入れを行う。 

現在、本市の市民一人当たりごみ排出量は常に県内トップクラス（Ｈ２４

これまでは焼却処理されていた剪定枝を含む木質系廃棄物を、分別して民

県内１位）にあり、その原因の一つに剪定枝が考えられるが、一昨年度からの焼却施設の

長寿命化工事の影響により剪定枝の処理が遅延していた。また、本市のごみ量の１０％～

２０％を占めているため焼却せずに亀井産業㈱でチップ等に再資源化する。 

市内全域 

環境部廃棄物対策課 

熊谷市環境部廃棄物対策課 

０４８－５３６－１５５６  課長 森松 寿夫 

これまで熊谷衛生センター等で焼却処理されていた剪定枝を市内３か所（妻

間施設で資源化することを竜巻被害の経験から、経費も時間も削減できることを学んだ。 

今回の事業ではこの民間との連携の経験を取り入れることとした。 

市長のマニフェスト「３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）運動を

推進し、ごみの減量化を図ります」に基づいてこの事業の実施により、リサイクル率の向

上が図られる。また、焼却施設への搬入量の減少により、焼却施設への負荷の軽減とごみ

の搬入量が減量することで大里広域市町村圏組合への負担金の減少が図られる。 

と、受入料金が無料であること。各地区に剪定枝回収用のコンテナを設置すること。 

 

０４８－５３６－１５５６ 

環境部廃棄物対策課 倉上 允 

平成２６年５月３０日発表 

担当課：廃棄物対策課 

０４８－５３６－２００９ 

 



現状

　 新規ルート

資源化
チップ等

熊谷衛生センター
（焼却施設）

市内リサイクル業者

                空きコンテナ設置　　

剪定枝の入った
コンテナ回収

　ごみ減量対策事業
～剪定枝再資源化事業について～

委託業者
公園等

（公共施設）
市民

事業者

<例>

拠点回収場所

　　　別府（1週目、4週目・・・）

妻沼（2週目）

江南（3週目）

150t 

50t 
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